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本論文は、 “低電圧・高精度パイプライン AD コンバータの設計"に関する研究の成果をまとめたものであり、
本文は 5 章で構成されている o
第 1 章では、本研究の背景と目的について述べた。
第 2 章では、携帯機器に有用な低電源電圧下で、グランドから電源電圧までの入力電圧に対して動作が可能な





第 3 章では、パイプライン AD コンバータの要素回路技術と高精度化への問題点について説明した。これまで、
AD コンバータの方式として多種の方式が提案されているが、本研究では携帯機器の用途に最も適しているパイプラ






















ライン AD コンバー夕方式を提案している。新しい変換方式の採用によって理論的に 14 ビット精度の分解能を実
現できることを明らかにしている。
(3)高精度 AD コンパータ用の利得増強型補助アンプとして、従来のスイッチドキャパシタ回路に代わり、零・極
ダブレットによるセトリング時間の低下を回避した連続時間で高速動作する補助アンプを提案しているo
以上のように、本論文では、低電源電圧の下で動作するパイプライン型 AD コンバータの低消費電力化と高精度
化を実現する回路が提案されている。本論文の内容は、今後の電源電圧の低下にも対応できるアナログ回路の設計に
有益な知見を与えており、低電源電圧下でのアナログ回路の性能向上に貢献するところが大きい。よって、本論文は
博士論文として価値あるものと認める。
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